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Cefadroxilの 臨 床 的検 討

山岡澄夫 ・山根至二 ・真下啓明

東京厚生年金病院内科

半合成Cephalosporin系 抗生剤であるCefadroxilを 急性大腸炎1例.腎 孟炎4例,膀 胱炎5例

の計10例 に試用した。投与量は1日 重0.75gな い し1,5g宛3分 にて毎食後投与した。投与期間

は7日 から16日 である。臨床成績は 有効7例,無 効3例 で,副 作用として 血液,肝 機能.腎 機能,

発疹,消 化器症状などの異常は見 られなかった。

1。 は じ め に

Cefadroxilは 広域スベクトラムを有す る半合成Ce-

phalosporin系 抗生剤である。Cephalexinと 比較する

と,半減期が長 く投与間隔を長 くすることができる1)～8)。

我 々は本剤を10例 の感染症に使用したので,そ の検討成

績を報告する。

2.対 象息者および投与法

急性大腸炎1例 と尿路感染症9例 の計10例 に対して,

Cefadroxilを 投与した。投与量は250mgな い し500

mgを 毎食後1日3回(1日 量,0.759～1.59),投 与

期間は7日 から16日間であった。

効果判定

自他覚症状,WBC,CRP,血 沈,尿,検 便,検 出菌

の消長により臨床的効果と細菌学的効果に分けて判定 し

た。なお尿路感染症では,UTI判 定基準に従った。

3.臨 床 成 績

Table1の ご と く,有 効7例,無 効3例 であ った。以

下 症 例 に つ い て のぺ る。

症 例1M.T.24才,女 性

水様 性 下 痢,発 熱 あ り急 性 腸 炎 の診 断 で 入院 した。便

培 養 で腸 炎 ビブ リオが 検 出 され た が,Cefadroxii投 与

に よ り3日 目には 症 状 改 善 し,菌 は 消 失 した 。

症 例2,3,4は い ず れ も 且60lfを 起 因 とす る急性

腎 孟 腎 炎 で あ るが,5日 目に は 自他 覚 症状 の改善 と農尿

正 常 化 お よび細 菌尿 減 少 を 認 めた 。

症 例5T、A.57才,女 性

Proteus mlrabilisを 起 炎菌 と す る再 発,難 治 性の慢

性 腎孟 腎 炎 で あ るが,Cefadroxii投 与 に よって も膿尿,

細 菌 尿 の減 少 な く,後 日腎 孟 腫 瘍 の 疑 いで 右腎 摘 出を行

な った とこ ろ,腎 結 核 と診 断 され た 。

Table 1 Clinical results of cefadroxil

*Substituted to E. cloacae



VOL.28 S-2
CHEMOTHERAPY

173

Table 2 Laboratory findings before and after cefadroxil therapy

B: before therapy A: after therapy

症例6 S.S.23才,女 性

Prteusmirabilfsに よる急性勝胱炎である。 自覚症

状軽快し膿尿は正常化したが,細 菌尿は不変であった。

症例7S.N64才,女 性

β-Streptocgco協が検出された急性膀胱炎でCefadro-

xil内服により速やかに治癒した。

症例8K.1.66才,女 性

糖尿病性麻痺性勝胱での慢性尿路感染症である。投与

前のE.ooliは 投与後消失 したがE.cloacaeに 菌交代

した。

症例9,10は,神 経因性勝胱に合併した慢性尿路感染

症である。Cefadroxil投 与後では,い ずれ も原因菌不

変であった。

副作用

投与例の一部に臨床検査を行なった。血液所見,肝 機

能,BUN,尿 所見など異常を認めず,悪 心,嘔 吐など

の消化器症状,発 疹などはみられなかった(Table2)。

4.考 按

Cefadroxilは 従来の経 口用Cephalosporin剤 に比 し

て吸収をよくし,持 続性を改善した新経口抗 生剤 であ

る。急性膀胱炎2例 および急性腎孟腎炎3例 は全例有効

であ?た 。無効であった症例5の 慢性腎孟腎炎は,腎 結

核にProteus mirabilisが 混合感染したもので,他 剤に

ても菌の消失をみず,腎 孟腫瘍の診断で腎摘出が行なわ

れた。症例9,10は 神経膀胱に合併したSerratlaに よ

る慢性膀胱炎で,本 剤の抗菌スペク トルからも,効 果が

期待できなかった。

今回の投与対象のほとんどが尿路感染症であったが,

本剤は軽症ないし中等症の各種感染症に臨床効果が期待

できると考える。

5。 む す び

急性大腸炎1例,尿 路感染症9例 にCefadroxilを 投

与 したところ,臨 床的には有効7例,無 効3例 の成績を

得た。副作用は全例とも認められなかった。
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STUDIES ON CEFADROXIL

Sumio YAMAOKA, YOSHIJI YAMANE and KEIMEI MASHIMO

Department of Internal Medicine, Tokyo Kooseinenkin Hospital

Cefadroxil was applied clinically to 10 cases of various infectious deseases. As the result, effective
response was obtained in 7 cases and no response in 3 cases. No remarkable side effect was noted in
laboratory findings and skin and gastrointestinal system.


